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Profile

奈
良
県
で
は
、
森
林
の
機
能
低
下
や
都
市
化
進

展
に
伴
う
保
水
力
の
低
下
、
河
川
の
水
質
悪
化
や

豊
か
な
水
辺
環
境
の
減
少
、
水
需
要
の
減
少
に
伴

う
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
な
ど
、
様
々
な
水
問
題

が
長
年
に
渡
り
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
2
0
1
0
年
に
は「
な
ら
水
循

環
ビ
ジ
ョ
ン
」が
策
定
さ
れ
、
環
境
と
共
存
す
る

持
続
可
能
な
健
全
な
水
循
環
を
構
築
す
る
た
め
の

様
々
な
施
策
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
2
0
1
7
年
に
は
、
社
会
情
勢
や
気
象

状
況
等
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
県
内
で
も
多

く
の
課
題
を
抱
え
る
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合

治
水
の
推
進
に
関
す
る
条
例
も
制
定
さ
れ
、
県
民

の
安
全
や
安
心
に
向
け
て
支
川
流
域
の
上
下
流
市

町
村
が
連
携
し
て
一
体
的
に
取
り
組
む
仕
組
が
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
多
く
の
面
積
を
占
め
る
森
林
の
機
能

を
保
全
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て「
森
林
環
境
税
」

が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
先
進
的
な
取
組
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

奈良県
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奈
良
県
内
の
水
と
森
林
の
保
全

奈
良
県
内
は
、
大
和
川
水
系
、
淀
川
水

系
、
紀
の
川（
吉
野
川
）水
系
、
新
宮
川
水

系
の
4
つ
の
水
系
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
は
す
べ
て
一
級
河
川
の
水
系
で
あ

り
、
県
が
管
理
す
る
一
級
河
川
は
全
部
で

3
5
8
河
川
に
な
り
ま
す
。
中
で
も
、
大

和
川
水
系
は
、
水
源
と
な
る
山
地
が
浅
い

た
め
水
量
が
乏
し
く
、
降
雨
量
が
少
な
い

こ
と
も
重
な
っ
て
、
古
く
か
ら
水
不
足
に

悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
人
々
は

川
の
水
を
有
効
に
使
う
た
め
、
川
に
堰
を

設
け
、
多
く
の
た
め
池
を
築
き
、
さ
ら
に

井
戸
を
掘
っ
て
水
を
確
保
し
、
現
在
は
宇

陀
川
、
吉
野
川
か
ら
は
大
和
川
平
野
へ
の

送
水
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
奈
良
県
は
県
土
面
積
の
約
8
割

を
森
林
が
占
め
て
お
り
、
こ
の
豊
か
な
森

林
は
県
土
の
保
全
、
水
源
か
ん
養
な
ど
多

様
な
公
益
的
機
能
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
森
林
の
荒
廃
が
進
み
つ

つ
あ
り
、
今
後
様
々
な
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
奈
良
県
内
の
森
林
を

保
全
す
る
た
め
、
2
0
0
6
年
に「
森
林

環
境
税
」が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
来
の
水
行
政
は
、
治
水
対
策
、
水
資

源
対
策
、
農
林
漁
業
対
策
、
環
境
保
全
対

策
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
分
野
で
対
策

を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
奈
良
県
で
は
水

と
森
林
の
保
全
を
水
循
環
の
視
点
で
一
体

的
に
保
全
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

水
質
改
善
と
水
循
環
へ
の
取
組

2
0
0
8
年
に
は
、
山
と
川
の
環
境
保

全
、
再
生
及
び
適
正
な
利
用
を
図
る
た
め
、

7
月
の
第
3
月
曜
日
を「
奈
良
県
山
の
日
・

川
の
日
」と
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
る
と

と
も
に
、
大
和
川
の
水
質
を
改
善
す
る
取

組
と
し
て
、「
大
和
川
清
流
復
活
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
水
を
と
り

ま
く
現
状
と
課
題
に
対
し
、
水
循
環
の
視

点
で
、
部
局
横
断
で
一
体
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
地
域
住
民
、
N
P
O
等
活
動

団
体
、
企
業
、
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、

側
面
か
ら
連
携
・
協
働
し
、
環
境
と
共
存

す
る
持
続
可
能
な
健
全
な
水
循
環
を
構
築

す
る
た
め
、
2
0
1
0
年
に「
な
ら
水
循

環
ビ
ジ
ョ
ン
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

同
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
4
つ
の
基
本
目
標

（
①
保
水
力
の
向
上
、
②
水
利
用
の
適
正

化
、
③
水
質
の
保
持
と
排
水
の
浄
化
、
④

地
域
力
に
よ
る
水
循
環
の
再
生
）が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
③
で
は
、「
大

和
川
水
系
の
全
国
ワ
ー
ス
ト
上
位
か
ら

の
脱
却
、
紀
の
川
、
他
2
水
系
に
つ
い
て

の
清
澄
な
水
質
の
維
持
」が
取
組
方
針
に

掲
げ
ら
れ
、
例
え
ば
大
和
川
で
は
、
地
域

ぐ
る
み
の
生
活
排
水
対
策
、
下
水
道
整
備
、

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
促
進
や
重
点
的
な

啓
発
活
動
に
よ
り
、
B
O
D
の
経
年
変
化

を
見
て
も
着
実
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

大和川本川のＢＯＤ経年変化（本川８地点の平均値）

こ
れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000

「
大
和
川
清
流
復
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」�

設
立

2008.11

「
な
ら
水
循
環
ビ
ジ
ョ
ン
」�

策
定

2010.6

「
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」�

制
定

2017.10

「
奈
良
県
山
の
日
・�

川
の
日
条
例
」�
制
定

2008.7

「
森
林
環
境
税
」�
ス
タ
ー
ト

2006.4

「
地
域
の
河
川
サ
ポ
ー
ト
事
業
」�

ス
タ
ー
ト

2016.4
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﹁
大
和
川
流
域
総
合
治
水

推
進
条
例
﹂が
後
押
し

「鍵」
その1

　
　

奈
良
県
で
は
、
大
和
川
流
域
に
お
い
て
、

1
9
8
2
年
の
大
和
川
大
水
害
を
契
機
に
、

河
道
改
修
、
ダ
ム
の
整
備
等
の
治
水
対
策
、

た
め
池
の
治
水
利
用
、
雨
水
貯
留
浸
透
施

設
の
整
備
等
の
流
域
対
策
を
中
心
と
す
る

総
合
治
水
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
社
会
情
勢
、
気
象
状
況
等
の
変
化

に
よ
り
、
新
た
な
課
題
が
発
生
し
て
き
た

こ
と
か
ら
、
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
総

合
治
水
の
取
組
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も

に
、
総
合
治
水
の
取
組
を
体
系
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
治
水
対
策
、
流
域
対
策
及
び
土

地
利
用
対
策
の
3
つ
の
対
策
を
中
心
と
す

る
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
が
安
全
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

2
0
1
7
年
に「
大
和
川
流
域
に
お
け
る

総
合
治
水
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
で
は
、
降
っ
た
雨
を
河
川
に

安
全
に
流
す
た
め
の
河
川
整
備
や
維
持
管

理（
治
水
対
策
）、
降
っ
た
雨
が
一
気
に
流

れ
出
な
い
よ
う
に
、
防
災
調
整
池
、
雨
水

貯
留
浸
透
施
設
、
た
め
池
治
水
利
用
施
設
、

水
田
貯
留
施
設
な
ど
で
一
時
的
に
雨
を
貯

め
る
対
策（
流
域
対
策
）、
浸
水
の
お
そ
れ

の
あ
る
区
域
で
の
市
街
化
抑
制（
土
地
利

用
対
策
）に
取
り
組
む
こ
と
、
支
川
流
域

の
上
下
流
市
町
村
が
連
携
し
て
一
体
的
に

取
り
組
む
仕
組（
総
合
治
水
の
推
進
体
制
）

を
つ
く
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
和
川
清
流
復
活
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
流
域
連
携

「鍵」
その2大

和
川
は
、
か
つ
て
は
、
人
々
が
泳
い

だ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
魚
が
生
息
す
る
奈
良

県
民
の
憩
い
の
場
で
し
た
が
、
高
度
経
済

成
長
と
と
も
に
劣
悪
な
水
質
と
な
り
、
全

国
の
河
川
水
質
ラ
ン
キ
ン
グ
ワ
ー
ス
ト
上

位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
状
況
を
改
善
し
清
流
を
取

り
戻
す
た
め
、
行
政
と
民
間
団
体
、
企
業

に
よ
る
清
流
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
、
2
0
0
8
年
に
大
和
川
清
流
復
活

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
本

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
水
質
改
善
の
た
め
、

次
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●�

水
質
の
現
状
調
査
と
水
質
汚
濁
負
荷

削
減
対
策
の
検
討
）

●
県
民
へ
の
情
報
発
信（
水
質
マ
ッ
プ
や

生
活
排
水
マ
ッ
プ
の
作
成
、
下
水
道
の

役
割
の
P
R
な
ど
）

●
支
川
ご
と
の
水
質
に
応
じ
た
取
組（
下

水
道
の
接
続
促
進
や
合
併
処
理
浄
化
槽

へ
の
転
換
促
進
、
浄
化
槽
設
置
整
備
補

助
の
促
進
な
ど
）

こ
れ
に
関
連
し
て
、
県
民
へ
の
生
活
排

水
対
策
の
呼
び
か
け
、大
和
川
一
斉
清
掃
・

佐
保
川
清
掃
等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
地
域

の
河
川
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
浄
化
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
た
環
境
学
習
な
ど
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
大
和
川
本
川
及
び
支
川

の
水
質
改
善
は
年
々
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

大和川流域総合治水推進条例の概要

大和川清流ネットワークのウェブサイト及び一斉清掃案内チラシ
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﹁
地
域
の
河
川
サ
ポ
ー
ト
事
業
﹂で

川
づ
く
り
の
担
い
手
を
支
援

「鍵」
その3奈

良
県
で
は
、
2
0
1
6
年
度
に「
地

域
の
河
川
サ
ポ
ー
ト
事
業
」が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
県
が
管
理
し
て
い
る
河
川
で
、

草
刈
り
・
花
の
植
栽
・
清
掃
等
の
河
川
美

化
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
対
し
、
報

償
金
等
を
通
じ
て
活
動
を
支
援
し
、
よ
り

良
い
河
川
空
間
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
で
は
、3
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム（
憩

い
の
川
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
彩
り
花
づ

つ
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
）に
よ
り
活
動
が
行
わ
れ
て

お
り
、
活
動
区
域
の
面
積
等
に
応
じ
た
報

償
金
の
支
給
、
障
害
・
賠
償
責
任
保
険
加

入
手
続
き
と
そ
の
費
用
の
負
担
、
サ
イ
ン

（
活
動
の
看
板
）の
設
置
な
ど
の
支
援
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

水
循
環
の
源
を

﹁
森
林
環
境
税
﹂で
保
全

「鍵」
その4近

年
、
森
林
の
荒
廃
が
進
み
つ
つ
あ
る

中
で
、
森
林
の
も
つ
公
益
的
機
能
に
関
す

る
様
々
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
は
、
新
た

な
施
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め

の
新
た
な
財
源
と
し
て「
森
林
環
境
税
」が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
は
県
民
全
体
に
対
し
幅
広
い
公
益

的
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県

民
全
体
に
幅
広
く
負
担
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
既
存
の
税
で
あ

る「
県
民
税
均
等
割
」に
上
乗
せ
す
る「
超

過
課
税
」と
い
う
方
法
に
よ
り
課
税
さ
れ

ま
す
。
税
収
は
、
山
村
地
域
の
森
林
環
境

の
保
全
と
と
も
に
、
平
野
部
あ
る
い
は
そ

の
周
辺
に
お
け
る
里
山
林
な
ど
の
身
近
な

森
林
の
保
全
な
ど
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

大
和
川
の
水
質
が

着
実
に
改
善

水
循
環
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
取
組
の
一

つ
に
も
な
っ
て
い
る
大
和
川
の
水
質
改
善

活
動
の
効
果
に
つ
い
て
、
2
0
1
7
年
度

時
点
で
、
大
和
川
で
は
、
21
の
環
境
基
準

点
の
う
ち
、
19
地
点
で
環
境
基
準
を
達
成

し
ま
し
た
。

ま
た
、
重
点
対
策
支
川
と
し
て
選
定
さ

れ
た
8
つ
の
支
川
の
う
ち
、
4
河
川
で
は

目
標
を
達
成
し
ま
し
た
が
、
他
の
4
河
川

で
は
未
達
成
と
な
り
ま
し
た
。
大
和
川
清

流
復
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
今
後
の
水

質
改
善
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て
、
支
川

部
会
を
設
立
し
て
、
流
域
・
地
域
別
の
特

徴
を
把
握
し
た
う
え
で
、
効
果
的
な
対
策

を
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

（
大
和
川
清
流
復
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第

14
回
会
議
資
料
よ
り
）

活動の�
効　果

「地域の河川サポート事業」による取組例

「森林環境税」の仕組

目標達成河川（菩提川）と未達成河川（葛城川）の例


